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吾桑公民館 発行 

平成 29年 2月 1日 

第 374号 

吾桑人口統計 12月末現在

＊（ ）内は前年比 

男性：985名（－５名） 

女性：1100名（－１名） 

合計：2085名（－６名） 

世帯数：920 （－１） 

 

吾桑公民館公式ブログ

「あそう村だより」 

http://asoukouminkan. 
blog78.fc2.com/ 

 

須崎市立吾桑公民館 

電話・fax : 45-0525 

〒785-0044 

須崎市吾井郷乙 497-1 

 
 

月 

 

 

 

日 時 平成 29年 2月 25日（土）  

17：30 ～ 21：00 

会 場 須崎市桑田山雪割り桜の里 

駐車場 マルナカ須崎店 裏側駐車場 

  
会場には車で入れません。 

マルナカ須崎店の裏側駐車場よりシャトル

バスが出ますので、ご利用ください。 

マルナカ発送迎 17：00 ～ 20：00 

桑田山会場発 最終便 21：00 

 

雨天順延の場合 

2月 26日（日）17：30 ～ 

雪割桜の季節が近づいてきました。今年も

夜桜キャンドルナイトを開催します。地域の

方々をはじめ、多くの方に竹灯篭の絵を描い

ていただきました。また、他にも様々なキャ

ンドルを用意する予定です。 

やさしいキャンドルの灯りや夜桜を楽し

みにぜひお越しください。 

歴史ある吾桑の道、名護屋坂旧道を歩いてみませんか？ 

現土佐市に通じる国道５６号線が開通する明治３１年

まで、この名護屋坂旧道が高知往還として重要なもので

した。現在では人の往来こそなくなりましたが、その道

は今も残っており、畑の跡や石垣、敷石などが見られま

す。昔の人の歩いた道を辿りながら自然を感じ、運動し

てみませんか？ 

 

コースの特徴 

ゆるやかな尾根沿いに道が作られているため、アップダ

ウンが少ないです。反面、木々が倒れていたり、シダが

生い茂っていたりなど悪路になっている箇所もあるの

である程度歩きなれた方におすすめです。 

日  時 平成２９年３月１２日（日）午前９：００出発 

     ※雨天中止（その他道路の状態によっては中止と

なります） 

場  所 ＪＲ吾桑駅 

コ ー ス 吾桑駅～飛田の登り口～名護屋坂旧道～ 

～樫迫（土佐市）～バス移動～吾桑駅 

歩行距離 約６Km（２時間２０分） 

持 ち 物 飲み物・タオル  

※お持ちであれば杖等もご持参ください。 

参 加 費 無料 

対 象 者 中学生以上 

  ※ある程度歩きなれた方、足腰に自信がある方 

そ の 他 動きやすい靴、服装でお越しください。 

 

◇申し込み方法◇ 

お名前・住所・電話番号（日中に連絡がとれるもの）を吾桑

公民館までご連絡ください。ＦＡＸでも受け付けています。 

◇注意事項◇ 

整備されていない山道を通ります。小学生以下の参加はご遠

慮ください。また、道中足場の悪い箇所があります。安全を

考慮し、杖等があればご持参ください。 

当日は１日保険に入っていますが、保険適応外のケガ等に関

しては、責任を負いません。ご了承ください。 

道の状態を考慮し、小雨の場合でも中止と致します。また前

日の天候等によっても中止することがあります。 

希望者が５人に満たない場合でも中止とさせて頂きます。 



                                                   

                                                   

                                                   

                                                   

２
月
の
予
定 

 

４
日 

吾
桑
小
学
校
学
習
発
表
会 

  
 

ク
リ
ー
ン
缶
ペ
ー
ン 

５
日 

第
３４
回
桜
川
駅
伝
大
会 

１５
日 

あ
い
さ
つ
運
動 

２５
日 

夜
桜
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト 

    

１
月
１４
日
（
土
）「
人
権
・
い
の
ち
の
参
観
日
」

と
し
て
、
吾
桑
小
学
校
に
お
い
て
、
講
師
に
地
震

防
災
課
、
須
崎
消
防
署
を
招
き
、
防
災
教
室
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

内
容
は
、「
大
地
震
・
津
波
に
備
え
て
」
のD

V
D

を
視
聴
の
後
、
起
震
車
体
験
か
ら
始
ま
り
、
各
教

室
で
は
、
防
災
袋
の
紹
介
と
非
常
食
の
試
食
、
防

災
グ
ッ
ズ
の
紹
介
と
体
験
、
簡
易
担
架
づ
く
り
と

搬
送
体
験
、
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
、
三
角
巾
を
使
っ
た

救
急
法
な
ど
、
災
害
時
に
必
要
と
さ
れ
る
様
々
な

防
災
体
験
を
児
童
・
保
護
者
、
そ
し
て
地
域
か
ら

の
参
加
者
も
含
め
行
わ
れ
ま
し
た
。
防
災
体
験

は
、
時
が
過
ぎ
て
も
忘
れ
ら
れ
な
い
よ
う
に
、
毎

年
続
け
て
行
き
た
い
と
校
長
先
生
と
も
話
し
合

っ
て
い
ま
す
。
今
年
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
も
、

来
年
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

 

    

先
月
、
「
環
境
整
備
」
へ
の
ご
寄
付
を
お
願
い

し
て
お
り
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。 

頂
き
ま
し
た
寄
付
金
は
、
吾
桑
地
域
の
た
め
に

大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

      

昨
年
か
ら
故
障
中
の
吾
桑
消
防
サ
イ
レ
ン
に

つ
い
て
、
修
繕
で
の
対
応
が
で
き
な
く
、
最
終
的

に
全
設
備
を
更
新
す
る
手
続
き
を
市
役
所
の
方

で
進
め
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
２
月
上
旬
に
工
事

発
注
・
着
手
、
３
月
下
旬
頃
に
工
事
完
成
の
予
定

で
す
。
そ
れ
ま
で
は
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
が
出
来
な

い
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、
工
事
完
成

時
に
は
、
試
験
吹
鳴
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
承
知
お
き
下
さ
い
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

吾桑小学校給食室の隣に記念碑が立っていますが、明治４４年に 

模範村として、時の内務大臣（原敬）に表彰された「吾桑村選奨記 

念」写真が出てきました。報奨金として当時のお金で金８００円を 

授興すると書かれています。 

「吾桑の歴史探ねん会」では、古い吾桑の写真を集めています。 

昔の風景や街並みなどの写真がありましたら、複写させていただき 

たいと思います。又、伝承・言い伝え等残しておきたい昔話があり 

ましたら、ぜひ公民館までご一報下さい。お伺いします。 

 

     

１
月
２９
日
（
日
）、
吾
桑
地
区
青
少
年
を
育
て
る
会

で
は
小
学
生
を
主
な
対
象
と
し
て
、
親
子
研
修
旅
行

を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
の
行
先
は
レ
オ
マ
ワ
ー
ル

ド
で
し
た
。
４０
人
の
参
加
者
と
一
緒
に
バ
ス
で
移
動

し
、
レ
オ
マ
ワ
ー
ル
ド
で
は
そ
れ
ぞ
れ
楽
し
そ
う
に

遊
ん
で
い
ま
し
た
。
今
回
は
親
子
で
の
参
加
も
多
く
、

友
達
同
士
だ
け
で
な
く
親
子
の
良
い
交
流
の
機
会
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
少
し
雨
が
降
り
ま
し
た
が
、

い
ろ
ん
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
体
験
し
た
り
、
家
族

へ
の
お
土
産
を
買
っ
た
り
と
充
実
し
た
研
修
旅
行
と

な
り
ま
し
た
。
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 


